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Abstract:少子高齢化から，社会保障毀増大ならびに担い手の減少， という二重の困難に直面している

わが国の現状を打開する方策の一つとして，漢方の活用がある。伝統医療は，国際的にも需要が高まり，

産業として大きく成長している。わが国はそうした世界の潮流からは大きく遅れているが，淡方を六

次産業化することは，保健サービスの向上および地域活性につながるのみならず，輸出産業としても大

きな可能性を含んでいる。本稿は，その目的のための課題を整理し，課題解決についてのヒントが多く

含まれる各論の導入としたい。

はじめに

このたび千葉大学名誉教授古在農樹先生の

ご推薦で，特集「高品質漢方生薬原料の生産と

漢方の六次産業化」を企画させていただいた。

各論をご担当いただいた執筆陣は，主に「漢方

産業化推進研究会」 ]I に関わっていただいてい

る有識者にお願いした。最新の知見を盛り込ん

だ熱の入った原稿をご執筆いただき，感謝の言

葉もない。

本稿では，この特集を組んだ背景と意図につ

いて述べさせていただく。

1. 日本の保健環境の変化

わが国の医療は 1961 年に整えられた国民皆

保険紺lj度によって支えられていて，世界に誇る

べき医療制度を保っていたがここに来てその

構図が崩れつつある。その理由は少子高齢化で

あるぶ。国民皆保険制度は人ロピラミッドが文

字通り， ピラミッド型でマジョリティの生産者

が高齢者を支えることで成り立ったモデルであ

る。 1950 年には 12.1人の生産者が 1 人の問齢

者を支えていたが 2020 年には 2 人が 1 人を支

える社会へと変貌し， 2050 年には1.3 人が 1 人

を支えると予測されている。

本稿執筆時点でも赤字に耐えられず解散する

保険組合が数多くあり，海外では，ゼネラルモー

ターズのように健康保険給付が企業倒産の一

因となった事例も存在する。わが国では企業の

保健組合が解散しても，全国健康保険協会管掌

健康保険（いわゆる協会けんぽ）によって国

民皆保険制度が維持される仕組みになっている

k叫i Watanabe : Representative Director, Kampo Industrialization Consortium 
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が同時に政府予算の圧迫を招く結果につなが

る。こうした保健環境の変化の中で日本の伝

統医療である漢方・鍼灸を活用した日本型医療

ができないかという調査研究を行った・II。ま

た日本経済調査会でも漢方の産業化の可能性

についての調査を行った＂。漢方は保健サービ

スとして国民に貢献する一方，産業としての可

能性も大いにあり，地方活性化にもなる， とい

う結論となった。

2．伝統医療産業化の国際潮流

1990 年代から欧米で，「補完代替医療」の有

用性に関する注目が集まり，伝統医療の国際化

が一気に進む中で中国・韓国は伝統医療の海

外進出を国策として推進してきた。それに比較

し，残念ながらわが国には伝統医学を包括的に

所管する政府組織が存在せず，推進役が存在し

ないのが現状である。その結果，中国・韓国の

伝統医療に比し， 日本漢方の国際的プレゼンス

は極めて低い。

2013 年 12 月神奈川県黒岩祐治知事，奈良県

荒井正吾知事，富山県石井隆一知事が発起人と

なり，漢方産業化推進研究会がスタートした。

本研究会には，自治体，学術団体，公益団体

企業が参加し，多方面からの漢方の六次産業化

を図る活動を行ってきた。

3. 六次産業化のための課題

発足当時は地方創生の大きなうねりもあり，

自治体が盛んに漢方栽培に取り組んだ。しかし

ながら，ノウハウがない，売り先が見つからな

い，などの理由で，撤退が相次いだ。バリュー

チェーンとして漢方産業化を考える必要に迫ら

れた。すなわち，①栽培促進のためには徹底

した出口戦略，②マッチングプラットフォーム

の構築③海外展開のための国際的発信な
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国民の漢方に対する正しいJ•II!1附（．が 1%,、閃＇ l -ハ： 49,9

台湾中国などでも伝統医療文化か，］内）\I 

てきているがまだ家伝として残っている，， 1;1J 1

粥に拘杞の実がトッピングされているなと', |ik• 

食同源が実践されている。一方わが国では，区

療現場では，漢方薬が浸透し，医師の 9 割が漢

方薬を用いるというデータもあるが，生活の中

に漢方文化が根付いているとはいい難い。

4. 未病改善のためにも漢方文化の醸成を

社会保障の逼迫具合からも，未病への関心が

商まっている。未病改善は漢方の最も重要な命

題だ。日常的に，東洋の保健思想を実践するこ

とで，疾病予防につながる。医食同源もそのう

ちの一つであるが， これには食薬区分という制

約がありなかなか台湾や中国のような医食同

源が進まない・"o

産業としての漢方を活用することで，経済的

発展とともに，わが国の保健サービスの質を低

下させないことが重要である。各論では，課題

解決のためのヒントが書かれており，ごー読い

ただくとともに，賛同していただいた方には，

漢方産業化推進研究会で，活動をともにしてい

ただければ幸いである。
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